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平成 26 年 6 月 1 日～7 月 25 日にかけて、175 件の訪問看護ステーションに 1,018 通のアンケート
用紙を送付し、141 件の訪問看護ステーションから、719 通の回答を得た。回収率 70.6%であり、有


































問看護ステーションに 1,018 通のアンケート用紙を送付し、141 件の訪問看護ステーションから 719
通の回答を得、回収率 70.6%、有効回答数は 698 通、有効回答率は 97.1%であり、組織責任者などが
回答を促す様なバイアスの無い、妥当な回収率および有効回答率と言える。 
高齢者の在宅看取りにおいて、訪問看護師は『生命維持に関わる医療処置の選択』、『優先度への
感受性のずれと迷い』という【状況】で、『状況に関連する主観的・客観的事実の把握』、『状況に関
わるものを明確にする権限の考慮』、『状況の整理による倫理的決定の性質と内容の明確化』、『状況
が存在する場の社会的意味の探求』の【分析】を行い、そして『倫理原則を遵守する』、『よい看取
りになるようにする』【決定】を行い、『倫理原則が遵守できたか』、『よい看取りになったか』とい
【評価】を行っていることを明らかにしている。【分析】に最も影響する【状況】は「療養者の安寧
と家族の負担のバランス」であり、『状況に関連する主観的・客観的事実の把握』する【分析】は『倫
理原則を遵守する』【決定】に影響を及ぼし、『状況が存在する場の社会的意味の探求』の【分析】
は、『よい看取りになるようにする』【決定】に影響することを明らかにしている。また、【分析】で
は、『状況に関連する主観的・客観的事実の把握』、『状況の整理による倫理的決定の性質と内容の明
確化』といった内容はよくできていたが、『状況に関わるものを明確にする権限の考慮』、『状況が存
在する場の社会的意味の探求』といった倫理的な判断基準となるものに関する【分析】は、十分と
はいえないことも指摘している。この倫理的意思決定に影響する要因として、「訪問看護経験」や「在
宅看取り頻度」という訪問看護師の経験を挙げており、家族の要因は、「家族の介護負担」、「家族の
意欲」であること、そして訪問看護師は高齢者の在宅看取りにおける倫理的意思決定では、家族の
要因を、療養者の要因よりも影響すると捉えていることを明らかにしており、本研究の目的を満た
している。 
以上のことから、本学位申請論文は、学位授与に値する成果と考えられ、審査委員は学位申
請者川上理子が、博士(看護学)の学位を授与される資格があるものと認める。 
